
告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号 

 
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の

規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

 
 

三
郷
市 

二 

事
業
の
種
類 

 
 

市
道
千
九
百
十
八
号
線
（
埼
玉
県
三
郷
市
幸
房
字
掛
井
堀
向
地
内
か
ら
同
市
茂
田
井
字
大
広

戸
添
地
内
ま
で
）
、
市
道
千
九
百
三
号
線
（
同
市
茂
田
井
字
大
広
戸
添
地
内
か
ら
同
市
茂
田
井

字
用
水
向
地
内
ま
で
）
、
市
道
千
九
百
十
九
号
線
（
同
市
幸
房
字
中
三
尺
道
外
地
内
か
ら
同
市

茂
田
井
字
南
耕
地
地
内
ま
で
）
及
び
市
道
千
九
百
三
十
七
号
線
（
同
市
茂
田
井
字
大
広
戸
添
地

内
か
ら
同
市
茂
田
井
字
南
耕
地
地
内
ま
で
）
改
築
工
事
並
び
に
市
道
七
千
二
十
号
線
新
設
工
事 

三 

起
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

埼
玉
県
三
郷
市
幸
房
字
掛
井
堀
向
、
字
中
三
尺
道
外
及
び
字
上
三
尺
道
外
、
茂
田
井
字
用

水
向
、
字
南
耕
地
及
び
字
大
広
戸
添
、
笹
塚
字
屋
敷
廻
及
び
字
申
切
、
南
蓮
沼
字
道
結
、
字

外
崎
及
び
字
下
沼
並
び
に
大
広
戸
字
目
子
沼
通
及
び
字
深
田
通
地
内 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

 
 

申
請
に
係
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

イ 

法
第
二
十
条
第
一
号
要
件
へ
の
適
合
性 

 
 

 

申
請
に
係
る
事
業
は
、
埼
玉
県
三
郷
市
幸
房
字
掛
井
堀
向
地
内
か
ら
同
市
茂
田
井
字
大
広

戸
添
地
内
ま
で
の
延
長
七
百
五
メ
ー
ト
ル
を
現
道
拡
幅
区
間
（
以
下
「
現
道
」
と
い
う
。
）

と
し
、
同
市
茂
田
井
字
大
広
戸
添
地
内
か
ら
同
市
大
広
戸
字
深
田
通
地
内
ま
で
の
延
長
七
百

八
十
メ
ー
ト
ル
を
新
設
区
間
と
す
る
、
全
体
延
長
千
四
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
お
け

る
市
道
千
九
百
十
八
号
線
、
市
道
千
九
百
三
号
線
、
市
道
千
九
百
十
九
号
線
及
び
市
道
千
九

百
三
十
七
号
線
改
築
工
事
並
び
に
市
道
七
千
二
十
号
線
新
設
工
事
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と

い
う
。
）
で
あ
る
。 

 
 

 

本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
条
第
四
号
に
掲
げ
る

市
町
村
道
に
関
す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
に
関



す
る
事
業
に
該
当
す
る
。 

 
 

 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

 
ロ 

法
第
二
十
条
第
二
号
要
件
へ
の
適
合
性 

 
 

 
市
道
千
九
百
十
八
号
線
、
市
道
千
九
百
三
号
線
、
市
道
千
九
百
十
九
号
線
及
び
市
道
千
九

百
三
十
七
号
線
並
び
に
市
道
七
千
二
十
号
線
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。
）
は
、
道
路
法

第
八
条
の
規
定
に
よ
り
三
郷
市
長
が
市
道
と
し
て
認
定
し
た
路
線
で
あ
り
、
同
法
第
十
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
三
郷
市
が
道
路
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

起
業
者
で
あ
る
三
郷
市
は
、
必
要
な
用
地
取
得
費
及
び
事
業
費
に
つ
い
て
財
源
措
置
を
講

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

ハ 

法
第
二
十
条
第
三
号
要
件
へ
の
適
合
性 

 
 

⑴ 

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益 

 
 

 
 

市
道
千
九
百
十
八
号
線
は
、
埼
玉
県
三
郷
市
幸
房
字
掛
井
堀
向
を
起
点
と
し
、
同
市
茂

田
井
字
用
水
向
を
終
点
と
す
る
延
長
約
六
百
九
十
七
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
あ
る
。
ま
た
、

市
道
千
九
百
三
号
線
は
、
同
市
笹
塚
字
屋
敷
廻
を
起
点
と
し
、
同
市
茂
田
井
字
用
水
向
を

終
点
と
す
る
延
長
約
三
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
あ
る
。 

 
 

 
 

さ
ら
に
、
市
道
千
九
百
十
九
号
線
は
、
同
市
幸
房
字
下
三
尺
道
外
を
起
点
と
し
、
同
市

茂
田
井
字
南
耕
地
を
終
点
と
す
る
延
長
約
六
百
九
十
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
あ
り
、
市
道
千

九
百
三
十
七
号
線
は
、
同
市
茂
田
井
字
南
耕
地
を
起
点
と
し
、
同
市
茂
田
井
字
大
広
戸
添

を
終
点
と
す
る
延
長
約
二
百
五
十
一
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
あ
る
。 

 
 

 
 

な
お
、
市
道
千
九
百
十
九
号
線
及
び
市
道
千
九
百
三
十
七
号
線
は
、
道
路
幅
員
が
二
・

八
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
・
三
メ
ー
ト
ル
程
度
の
狭
あ
い
な
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
に
自

転
車
や
歩
行
者
が
利
用
し
て
い
る
道
路
で
あ
り
、
幸
房
用
水
路
を
挟
ん
で
市
道
千
九
百
十

八
号
線
及
び
市
道
千
九
百
三
号
線
と
並
行
し
、
三
郷
市
立
幸
房
小
学
校
や
三
郷
市
立
北
中

学
校
の
通
学
路
に
指
定
さ
れ
た
路
線
で
あ
る
。 

 
 

 
 

現
道
が
通
過
す
る
地
域
は
、
常
磐
自
動
車
道
、
東
京
外
環
自
動
車
道
及
び
首
都
高
速
六

号
三
郷
線
と
い
っ
た
高
速
道
路
や
一
般
国
道
二
百
九
十
八
号
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ

て
い
る
が
、
南
北
方
向
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
は
、
主
要
地
方
道
三
郷
松
伏
線
及
び
一

般
県
道
上
笹
塚
矢
口
線
（
以
下
「
県
道
区
間
」
と
い
う
。
）
が
通
過
し
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
自
動
車
交
通
は
県
道
区
間
に
集
中
し
、
三
郷
三
丁
目
交
差
点
、
駅
前
大

橋
交
差
点
及
び
幸
房
交
差
点
に
お
い
て
は
、
平
日
の
混
雑
度
が
そ
れ
ぞ
れ
一
・
九
六
、
二
・

〇
六
及
び
一
・
九
六
に
達
し
て
お
り
、
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

 
 

 
 

特
に
、
三
郷
三
丁
目
交
差
点
付
近
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
に
実
施
し
た
起



業
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
三
郷
三
丁
目
交
差
点
を
起
点
と
し
て
駅
前
大
橋
交
差
点
方
向
に
、

最
大
二
百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
渋
滞
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

一
方
、
現
道
は
、
幸
房
用
水
路
を
挟
ん
で
二
本
の
道
路
が
並
行
し
て
い
る
が
、
自
動
車

は
、
主
に
幸
房
用
水
路
の
西
側
を
通
過
し
て
い
る
市
道
千
九
百
十
八
号
線
及
び
市
道
千
九

百
三
号
線
（
以
下
「
西
側
道
路
」
と
い
う
。)

を
通
行
し
て
い
る
。
西
側
道
路
は
道
路
幅

員
が
五
・
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
・
六
メ
ー
ト
ル
程
度
の
狭
あ
い
な
道
路
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
幹
線
道
路
に
値
す
る
自
動
車
交
通
量
で
あ
り
、
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。 

 
 

 
 

ま
た
、
本
路
線
南
側
で
は
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
宅
地
開
発
及
び
鉄
道
整
備
の
一
体

的
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
一
号
）
に
基
づ
き
、
地
区
面
積

約
千
百
四
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画
人
口
約
一
万
二
千
九
百
人
と
な
る
宅
地
開
発
と
し
て
、

草
加
都
市
計
画
事
業
三
郷
中
央
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
が
、
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
施
行
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
路
線
北
側
で
は
、
新
三
郷
ら
ら
シ
テ
ィ
と
し
て
大
規
模
複
合
開
発
が
行
わ
れ

て
お
り
、
南
北
方
向
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
自
転
車
歩
行
者
道
を
備
え
た
線
形
良
好
な
四
車
線
道
路
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
や
自
転
車
通
行
の
安
全
性
が
向
上
し
た
幹
線
道
路
と
な

り
、
県
道
区
間
の
交
通
混
雑
の
緩
和
や
現
道
周
辺
に
お
け
る
交
通
事
故
の
軽
減
に
寄
与
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
草
加
都
市
計
画
事
業
三
郷
中
央
一
体
型
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
と
同
時
期
に
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
郷
市
内
の
南
北
方
向
を
結

ぶ
道
路
網
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

な
お
、
本
件
事
業
に
よ
る
生
活
環
境
等
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
は
、

環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
実
施

対
象
外
の
事
業
で
あ
る
が
、
起
業
者
が
任
意
で
調
査
、
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
大
気
及
び
振

動
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準
を
満
た
す
結
果
及
び
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
騒
音
に
つ
い
て

は
、
一
部
環
境
基
準
を
超
え
る
値
が
予
測
さ
れ
た
が
、
排
水
性
舗
装
の
施
工
に
よ
り
環
境

基
準
を
満
た
す
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
起
業
者
は
、
当
該
舗
装
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

⑵ 

失
わ
れ
る
利
益 

 
 

 
 

起
業
地
内
に
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
九
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
起
業
者
が
特

別
な
措
置
を
講
ず
べ
き
文
化
財
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。 



 
 

 
 

ま
た
、
起
業
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
起
業
地
内
に
お
い
て
保
護
す
べ
き
動
物
と
し
て
、

環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
及
び
埼
玉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
準
絶
滅
危
惧
に
指

定
さ
れ
て
い
る
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
起
業
地
周
辺
の
水

田
全
域
で
生
息
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
埼
玉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

で
準
絶
滅
危
惧
に
指
定
さ
れ
て
い
る
カ
ワ
セ
ミ
に
つ
い
て
は
、
起
業
地
に
生
息
又
は
繁
殖

を
す
る
環
境
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
起
業
地
以
外
で
生
息
や
繁
殖
を
す
る
移
動
個
体
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
起
業
者
は
、
動
物
が
横
断
で
き
る
構
造
物
等
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
息
地
が
分
断
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
本
件
事
業
に
よ
る
こ
れ
ら
希
少
な
動
物
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

さ
ら
に
、
起
業
地
に
お
い
て
保
護
す
べ
き
植
物
と
し
て
は
、
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
及
び
埼
玉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
準
絶
滅
危
惧
に
指
定
さ
れ
て
い
る
イ
チ
ョ
ウ

ウ
キ
ゴ
ケ
並
び
に
埼
玉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
準
絶
滅
危
惧
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ミ

ズ
ワ
ラ
ビ
の
二
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
起
業
者
は
こ
れ
ら
の
種
を
生
育
可
能
な
箇
所

へ
移
植
し
、
生
育
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
に
よ
る
こ
れ
ら
希

少
な
植
物
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。 

 
 

⑶ 

事
業
計
画
の
合
理
性 

 
 

 
 

本
件
事
業
は
、
三
郷
市
内
の
南
北
方
向
を
結
ぶ
道
路
網
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
安

全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
道
路
構
造
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三

百
二
十
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
第
四
種
第
一
級
の
道
路
の

基
準
に
基
づ
き
、
現
道
拡
幅
及
び
道
路
新
設
に
よ
り
道
路
改
築
を
行
う
事
業
で
あ
り
、
本

件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
道
路
構
造
令
等
に
定
め
る
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
。 

 
 

 
 

ま
た
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
平
成
八
年
五
月
十
日
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
平

成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日
に
変
更
決
定
さ
れ
た
都
市
計
画
と
、
交
差
点
部
を
除
き
、
基

本
的
内
容
に
つ
い
て
整
合
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益

を
比
較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
、

本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

ニ 

法
第
二
十
条
第
四
号
要
件
へ
の
適
合
性 

 
 

⑴ 

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性 



 
 

 
 

ハ
⑴
の
と
お
り
、
現
道
西
側
道
路
は
、
狭
あ
い
な
道
路
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幹

線
道
路
に
値
す
る
自
動
車
交
通
量
で
あ
り
、
自
動
車
、
歩
行
者
等
の
安
全
な
通
行
に
支
障

を
来
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
道
区
間
に
お
い
て
も
、
南
北
方
向
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
不
足

に
よ
り
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
お
り
、
自
動
車
の
円
滑
な
通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。 

 
 

 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

⑵ 

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性 

 
 

 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
の
で
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

ホ 

結
論 

 
 

 

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充

足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

三
郷
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
都
市
計
画
課 

               



正 
 

誤 

  
埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日
第
二
千
四
百
七
十
八
号
）
中

訂
正 

 

ペ
ー
ジ 

 

行 

二 
 

 
 

前
か
ら
二
十
九
～
三
十 

 

誤 一
般
県
道
上
笹
塚
矢
口
線 

 

正 一
般
県
道
上
笹
塚
谷
口
線 

  


